
[bookmark: _GoBack]９　トイレの使用方法に関する注意事項

既存トイレが使用可能で水が確保できた場合　
· トイレットペーパーは便器 (べんき)に流 (なが)さず、備 (そな)え付 (つ)けのゴミ箱 (ばこ)に捨 (す)ててください。トイレに流 (なが)すと詰 (つ)まる原因 (げんいん)になります。
捨 (す)てた後 (あと)は、ゴミ箱 (ばこ)のふたを必 (かなら)ず閉 (し)めてください。

· トイレを使 (つか)ったら、バケツの水 (みず)（流 (なが)し用 (よう)）で流 (なが)してください。みんなが使 (つか)う水 (みず)なので、節水 (せっすい)を心 (こころ)がけましょう。

· バケツの水 (みず)（流 (なが)し用 (よう)）が なくなりそうなときは、気付 (きづ)いた人 (ひと)たちが協力 (きょうりょく)して、水 (みず)をくんできましょう。

· バケツの水 (みず)（流 (なが)し用 (よう)）は手 (て)洗 (あら)いには使 (つか)わないでください。
手 (て)洗 (あら)いは、手洗 (てあら)い場 (ば)に備 (そな)え付 (つ)けた水 (みず)(手 (て)洗 (あら)い用 (よう))を使 (つか)ってください。

· みんなが使 (つか)うトイレなので、きれいに使 (つか)いましょう。

· トイレの掃除 (そうじ)は、避難所 (ひなんじょ)を利用 (りよう)する人 (ひと)全員 (ぜんいん)が、当番 (とうばん)で行 (おこな)います。当番表 (とうばんひょう)を確認 (かくにん)し、協力 (きょうりょく)して行 (おこな)いましょう。



災害用トイレを使う場合
· トイレを使 (つか)う前 (まえ)に、ノックや声 (こえ)をかけるなどして、中 (なか)に人 (ひと)がいないか確 (たし)かめてから入りましょう。トイレには、入口 (いりぐち)にある札 (ふだ)を「使用中 (しようちゅう)」にしてから入 (はい)りましょう。

· トイレを使 (つか)ったら、便器 (べんき)のそばにあるレバーをまわして、排 (はい)せつ物 (ぶつ)を均 (なら)してください。（レバーつきの場合 (ばあい)のみ）

· 和式 (わしき)トイレの上板 (うわいた)（便器 (べんき)にまたがるところ）には、２人以上 (いじょう)で乗 (の)らないでください。
介護 (かいご)が必要 (ひつよう)な方は、洋式 (ようしき)トイレを使 (つか)ってください。

· 洋式 (ようしき)トイレは、足 (あし)の不自由 (ふじゆう)な方 (かた)や介添 (かいぞ)えが必要 (ひつよう)な方 (かた)などが優先的 (ゆうせんてき)に使 (つか)えるよう、なるべく和式 (わしき)トイレを使 (つか)ってください。

· みんなが使 (つか)うトイレなので、きれいに使 (つか)いましょう。

· 排 (はい)せつ物 (ぶつ)がたまってきたら、気付 (きづ)いた人 (ひと)が総合 (そうごう)受付 (うけつけ)に連絡 (れんらく)してください。（業 (ぎょう)者 (しゃ)に汲 (く)み取 (と)りを依頼 (いらい)するため）

